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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・年末年始医師不在期間　　　※臨時薬などの確認対応！！

　　深澤医師　12/30（金）～1/3（火）

　　伊藤医師　12/30（金）～1/1（日）

　　田名部医師　12/30（金）13時～1/3（火）

　　馬渡医師　1/1（日）～1/4（水）

　　安ヶ平医師　12/31（土）～1/3（火）

・風邪など蔓延の時期、スタッフの自己管理も引き続き。

・25日（日）法人忘年会

　　スケジュールなど事前に確認のこと。

・東D→南Aの電子錠、本日修繕すみ。

＜患者様連絡事項＞

・畠山　正雄様～本日11時、ハロマンス（100）1A筋注を左臀部に実施。

・大下　伸治様～SWからの情報（GH世話人から）

　　　　　　　　2回の体験宿泊実施、GHスタッフサイドとしては入居を前提に考えている。しかしGH入居者からは、テレビを消してしまう？雑な態度が目立つ

　　　　　　　　などの声もあるとのことで評判がよくないとの事。（入居者の声も0には

　　　　　　　　出来ない実情もある様子）

　　　　　　　　主治医にも情報を確認しながら、今一度生活の振り返りも行い、体験宿泊の機会も必要かどうかの検討との事。

　　　　　　　　⇒SGMからは、その辺の集団生活の注意事項が宿泊体験で確認できたのであれば、その点を本人に返して話し合えれば良い事を伝えている。また、

　　　　　　　　本人もその点は理解出来る精神的な体調にあることも伝えている。

※時点では、大下様本人には上記経過などは伝えていない。伝えない！

※29年1月5日（木）14時、認定調査・・・30分くらい

　SWがつけないため、病棟スタッフの対応で。

・村舘　ミネ様～本日AM家族連絡するが、家族電話にでない。

・高橋　康満様～本日PM家族（工藤様）に電話連絡。（単独外出許可書の件）

　　　　　　　　忙しくて・・・と理由に、確認しますとの事。

・松谷様、高山様～それぞれ12/21夕～1/18朝までの治験薬処方あり。

・高山　英佐様～22日夕～3W（1/12朝まで）のタスモリン（1）2T2×処方あり。

・布施　邦雄様～23日夕～3W（1/13朝まで）のレボトミン（25）2T2×処方あり。

＜要注目患者様＞

　三上　勇様～昨日本日とも発熱なし。

　　　　　　　鼻閉感、咳はある。

　　　　　　　食事摂取良好、AMに喫煙希望あるが本日の安静を説明、しぶしぶ了承。

　　　　　　　⇒明日に体調がこのまま安定すれば個室解除予定での対応とする。

　原　吉郎様～日課やプログラムは取り組めている。

　　　　　　　本人からの激しい苦痛などの訴えはない。

　　　　　　　足の具合など問うと、「だいぶいい」と言いながらも、完璧じゃないと

　　　　　　　慌てたようにも話す。

若松　千代司様～食事摂取は早い。

　　　　　　　　17日の時の出来事と思われる、高山様のトレパンを衣装ケースに持って

　　　　　　　　いることがありスタッフ介入し、高山様にトレパンを返却している。

五日市　規様～いぜん血圧は高め経過、自覚はない。

深町　栄美子様～昼薬時のシンラック指示が無くなっている。

　　　　　　　　本日14時30分の腹部確認。はりなし、グル音良好。

　　　　　　　　⇒引き続き、腹部確認や排泄確認を！

